
　　　　

令和6 年 11 月 1 日

平日　　　(月・

火・木・金）

土祝祭日・
他(長期休み期間）
9：00～17：30

下校後
9

時
～
00

分から
17
17

時
30
00

分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節の行事(お花見・七夕・はぴねすはっぴーきっず祭り・ハロウィン・クリスマス・初詣・節分・雛祭り）など
・誕生日会　・調理体験　・手作りおやつ　・外出体験　・買い物体験　・避難訓練　他
・法人内事業所体験(いちご狩り・ブルーベリー摘み・じゃが芋堀リ・さつま芋堀り・ペットボトルリサイクル工場見学・パン屋さん見学）等
※行事などは、共生型事業所全体で一緒に交流しながら活動をすることを大切にしています。

（別添資料１）

家族支援

・家族の子育てに関する困りごとの相談援助
・家族のレスパイトや就労などの預かりニーズに対応 移行支援

・ライフステージに合わせて、利用児童と家族にとって、選択幅が広がる
ように情報の提供をおこないます

地域支援・地域連携

・市内高校生ボランティアの受入れ
・地域イベントの参加
・担当者会議等での学校、各関係機関との連携

職員の質の向上

・法人による階層別研修
・内部研修・外部研修　他

支　援　内　容

・基本的生活習慣(食事・排泄・清潔）が身につけられるようにサポートしていきます。
・身体機能の向上に努めながら、体を動かす中で、意欲・興味・関心をもって全身の機能を活かし自己表現できる感覚を体験や経験を提供します。
・感覚が統合される為の3つ『自ら』『楽しく』『達成感』を経験を通して得られるようにします。
・体を動かしながら、バランス感覚、リズム感、柔軟性、体幹を養えるようにしていきます。
・感覚の過敏や鈍麻などは軽減できるように支援します。
・アレルギー以外の偏食の有る児童に関しては、無理ないよう考慮しながら、食事・間食・クッキングなど経験を通し、食べてみようとする気持ちの芽生えになる言葉掛けをします。

本
人
支
援

・様々な場面で、声掛けや助言などしながら、『自己選択』や『自己決定』するプロセスを経験ができるようにしていきます。
・役割をもって(当番等）それぞれに主体性をもって見守りや必要に応じて声掛けなどしながら、考え行動ができるように支援します。
・試行錯誤する過程や十分に経験する機会をもたせながら、自分での気づきや発見など能動性を育めるようにします。
・環境設定をしながら、見通しをもって活動の理解ができるよう提示や言葉掛けしながら、イレギュラーなことにも対処法を身につけられるようにします。
・活動を通して、数や形、大きさ、重さ、色の違いなど習得する為の支援を提供します。

・言語に限らず、表情、しぐさ、ジェスチャー、指差し、マカトンサインなどの伝達手段など用いて、相互に理解や行動が図れる環境を提供します。
・読み聞かせや視覚教材など活用しながら、模倣することや発語の習得や言葉の理解、創造力、考える力に繋げられるように支援します。
・具体的なものごとや体験と言葉を結びつけながら、体系的な言語の習得や自発的な発語を促すようにします。
・聞く力・話す力を養いながら、コミュニケーション能力を身につけられるようにします。
・遊びや様々な活動を通して、多くの言葉に触れ、言葉の習得に繋げます。
・挨拶や思いやり、気持ちを伝えられるように支援します。

・幅広い世代との活動や交流から、人と関わりを学びながら、協調性や社会性を身につけられるようにしていきます。
・集団活動の関わりから、ルールやマナーを学び、気持ちの面でも、自己の感情のコントロールが身につけられるようにサポートします。
・興味や楽しみをもちながら、友達と関わろうとする意識の芽生えに繋げられるように個々にアプローチしていきます。
・小人数集団の中で、自分らしさをもって想いが表現できるように支援します。
・個々の強みを活かしながら、役割をもって取り組めるように支援します。

支援方針
〇幅広い世代と関われる環境を通して、人との関わりや繋がりを大切にした居場所作りを提供しながら、個々の児童の個性や思いに寄り添った思いに支援を提供していきます。
〇法人内事業所内(老人ホーム・障がい者事業所・児童施設）との連携を活かしたさまざま体験を通して、学びや将来に向けての一助に繋がる支援を提供していきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 〇高齢者・障がい者・児童の幅広い世代が一つ屋根の下、相互の関わり合いを大事にしながら、思いやりや自尊心を育み、児童一人ひとりの健やかな成長に努めます。

事業所名 共生型福祉施設はぴねすプラザ はっぴーきっず 作成日支援プログラム


